
(57)【要約】

【課題】容易に臭気ガスを脱臭することができるととも

に、低コスト化を図ることができる畜糞処理システムを

提供する。

【解決手段】畜糞を好気性発酵処理する発酵装置１１と

、該発酵装置１１で発生した臭気ガスを空気源として燃

料とともに燃焼させる燃焼機関２０と、該燃焼機関２０

に接続され発電を行う発電機２１とを備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 畜 糞 を 好 気 性 発 酵 処 理 す る 発 酵 装 置 と 、
　 該 発 酵 装 置 で 発 生 し た 臭 気 ガ ス を 空 気 源 と し て 燃 料 と と も に 燃 焼 さ せ る 燃 焼 機 関 と 、
　 該 燃 焼 機 関 に 接 続 さ れ 発 電 を 行 う 発 電 機 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 畜 糞 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 燃 焼 機 関 は 、 デ ィ ー ゼ ル 機 関 で あ り 、 臭 気 ガ ス の み を 空 気 源 と し て 燃 料 と と も に 燃 焼 さ
せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 畜 糞 処 理 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 畜 糞 を 発 酵 処 理 す る 畜 糞 処 理 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 臭 気 ガ ス と し て は 、 例 え ば 、 家 畜 糞 （ 糞 尿 を 含 む ） の 処 理 過 程 で 発 生 す る 発 酵 臭 気 が あ
る 。 こ う し た 臭 気 ガ ス の 脱 臭 方 法 と し て は 、 水 （ あ る い は 薬 液 ） 洗 浄 法 、 オ ガ 粉 吸 着 法 、
微 生 物 分 解 法 等 が 知 ら れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 脱 臭 方 法 は 、 水 （ 薬 液 ） 処 理 を 伴 っ た り 、 比 較 的 広 い 敷 地 面 積 を 必
要 と し た り す る こ と か ら 、 一 般 農 家 が 利 用 す る の は 難 し く 、 汎 用 性 に 欠 け る 。 し か も 、 ア
ン モ ニ ア 以 外 の 臭 気 成 分 を 除 去 す る の が 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 近 年 、 臭 気 ガ ス を 炉 （ 脱 臭 炉 ） 内 で 燃 焼 さ せ て 臭 気 成 分 を 高 温 で 熱 分 解 す る 燃 焼
脱 臭 法 が 検 討 さ れ て い る も の の 、 燃 料 コ ス ト が 高 く 、 畜 産 農 家 等 の 経 済 的 負 担 が 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 す る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 容 易 に 臭 気 ガ ス を 脱 臭 す る こ と
が で き る と と も に 、 低 コ ス ト 化 を 図 る こ と が で き る 畜 糞 処 理 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 係 る 第 １ の 解 決 手 段 と し て 、 畜 糞 を 好 気 性 発
酵 処 理 す る 発 酵 装 置 と 、 該 発 酵 装 置 で 発 生 し た 臭 気 ガ ス を 空 気 源 と し て 燃 料 と と も に 燃 焼
さ せ る 燃 焼 機 関 と 、 該 燃 焼 機 関 に 接 続 さ れ 発 電 を 行 う 発 電 機 と を 備 え る 、 と い う 手 段 を 採
用 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ の 解 決 手 段 と し て 、 上 記 第 １ の 解 決 手 段 に お い て 、 燃 焼 機 関 は 、 デ ィ ー ゼ ル
機 関 で あ り 、 臭 気 ガ ス の み を 空 気 源 と し て 燃 料 と と も に 燃 焼 さ せ る 、 と い う 手 段 を 採 用 す
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 発 酵 装 置 に お い て 畜 糞 を 好 気 性 発 酵 処 理 す る こ と に よ り 堆 肥 と 極 め て
高 い 濃 度 の ア ン モ ニ ア が 含 ま れ た 臭 気 ガ ス と が 生 成 さ れ 、 臭 気 ガ ス に つ い て は 空 気 源 と し
て 燃 焼 機 関 に 供 給 さ れ る こ と に よ り 燃 料 と と も に 燃 焼 し て 熱 分 解 さ れ 、 さ ら に 燃 焼 機 関 を
駆 動 源 と し て 発 電 機 が 駆 動 さ れ る こ と に よ り 発 電 が 行 わ れ る 。
　 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 堆 肥 を 生 産 す る こ と が で き る と と も に 、 極 め て 高 い 濃 度
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の ア ン モ ニ ア が 含 ま れ て い る た め に 臭 気 が 極 め て 強 い 臭 気 ガ ス を 脱 臭 す る こ と が で き 、 か
つ 、 発 電 に よ っ て 畜 糞 の 処 理 に 要 す る コ ス ト を 低 コ ス ト 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 畜 糞
処 理 シ ス テ ム の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 畜 糞 処 理 シ ス テ ム １ ０ は 、 畜 糞 を 発
酵 処 理 す る 発 酵 装 置 １ １ と 、 発 酵 装 置 １ １ で 発 生 す る 臭 気 ガ ス を 脱 臭 す る 脱 臭 装 置 １ ２ と
を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 発 酵 装 置 １ １ と し て は 、 本 例 で は 、 例 え ば 、 畜 糞 を 連 続 的 に 好 気 性 発 酵 さ せ る 連 続 式 発
酵 機 が 用 い ら れ る 。 発 酵 装 置 １ １ は 、 発 酵 槽 、 畜 糞 の 投 入 口 、 畜 糞 を 攪 拌 す る 攪 拌 機 、 加
熱 用 の 電 気 ヒ ー タ 、 発 酵 槽 内 に 空 気 を 取 り 込 む た め の 送 風 ブ ロ ア 等 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
発 酵 装 置 １ １ は 、 発 酵 熱 及 び 電 気 ヒ ー タ の 熱 を 利 用 し て 槽 内 の 温 度 を 調 整 し つ つ 、 送 風 ブ
ロ ア に よ っ て 槽 内 に 強 制 的 に 空 気 を 導 入 し 、 畜 糞 の 発 酵 を 促 進 さ せ る 。 ま た 、 上 記 電 気 ヒ
ー タ の 代 わ り に 、 後 述 す る 燃 焼 機 関 ２ ０ の 排 熱 を 加 熱 源 と し て 用 い て も よ い 。 排 熱 を 利 用
す る こ と に よ り 、 電 気 ヒ ー タ の 削 減 、 ま た は 電 力 削 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 脱 臭 装 置 １ ２ は 、 発 酵 装 置 １ １ の 排 気 口 に 接 続 さ れ 、 発 酵 装 置 １ １ の 発 酵 槽 内 か ら 排 出
さ れ る 気 体 （ 臭 気 ガ ス ） を 脱 臭 処 理 す る 。 本 例 で は 、 脱 臭 装 置 １ ２ は 、 臭 気 ガ ス を 燃 料 と
と も に 燃 焼 さ せ る 燃 焼 機 関 ２ ０ と 、 燃 焼 機 関 ２ ０ に 接 続 さ れ 、 発 電 を 行 う 発 電 機 ２ １ と を
含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 燃 焼 機 関 ２ ０ と し て は 、 例 え ば 、 デ ィ ー ゼ ル 機 関 や ガ ス タ ー ビ ン 等 が 用 い ら れ る 。
図 ２ は 、 燃 焼 機 関 ２ ０ に デ ィ ー ゼ ル 機 関 を 適 用 し た 構 成 例 、 図 ３ は 、 燃 焼 機 関 ２ ０ に ガ ス
タ ー ビ ン を 適 用 し た 構 成 例 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 適 用 さ れ る 燃 焼 機 関 の 種 類 や そ の 特 性
に つ い て は 、 畜 糞 の 処 理 量 や 設 置 ス ペ ー ス 等 の 周 囲 環 境 等 に 応 じ て 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に お い て 、 臭 気 ガ ス は 、 空 気 源 と し て 燃 焼 機 関 ２ ０ 内 に 導 入 さ れ 、 燃 料 と
と も に 燃 焼 さ れ る 。 な お 、 臭 気 ガ ス と と も に 空 気 を 燃 焼 機 関 ２ ０ に 導 入 し て も よ い 。 発 電
機 ２ １ は 、 燃 焼 機 関 ２ ０ の 出 力 軸 の 回 転 に よ り 駆 動 さ れ 発 電 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 構 成 の 畜 糞 処 理 シ ス テ ム １ ０ で は 、 発 酵 装 置 １ １ に 投 入 さ れ た 畜 糞 は 、 発 酵 装 置 １
１ で 発 酵 さ れ て 堆 肥 と な り 、 堆 肥 と な っ た 畜 糞 は 、 発 酵 装 置 １ １ か ら 随 時 取 り 出 さ れ る 。
例 え ば 、 発 酵 装 置 １ １ に 畜 糞 を 投 入 し て か ら ３ 、 ４ 日 後 に 、 当 初 ６ ０ ～ ７ ０ ％ あ っ た 水 分
が 好 気 性 発 酵 に よ り 乾 燥 し て ３ ０ ％ ま で 減 り 、 有 機 肥 料 が 出 来 上 が る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 発 酵 処 理 の 際 、 発 酵 装 置 １ １ で は 、 畜 糞 か ら ア ン モ ニ ア 、 メ チ ル メ ル カ プ タ ン 、 硫
化 メ チ ル 、 二 硫 化 メ チ ル 等 か ら な る 臭 気 ガ ス が 発 生 す る 。 例 え ば 、 畜 糞 を 発 酵 装 置 １ １ に
投 入 し て か ら １ ５ ～ ２ ０ 時 間 後 に 、 槽 内 は 発 酵 熱 に よ っ て ８ ０ ° Ｃ 程 度 ま で 温 度 が 上 昇 し
、 臭 気 ガ ス の 発 生 が ピ ー ク と な る 。 発 酵 装 置 １ １ で 発 生 し た 臭 気 ガ ス は 、 脱 臭 装 置 １ ２ に
導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 脱 臭 装 置 １ ２ に お い て 、 臭 気 ガ ス は 、 空 気 源 と し て 燃 焼 機 関 ２ ０ 内 に 導 入 さ れ 、 燃 料 と
と も に 燃 焼 さ れ る 。 臭 気 ガ ス は 、 こ の 燃 焼 に よ り 、 臭 気 成 分 （ ア ン モ ニ ア 、 メ チ ル メ ル カ
プ タ ン 、 硫 化 メ チ ル 、 二 硫 化 メ チ ル 等 ） が 熱 分 解 さ れ 、 脱 臭 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 脱 臭 装 置 １ ２ で は 、 燃 焼 機 関 ２ ０ を 駆 動 源 と し て 、 発 電 機 ２ １ を 駆 動 し 、 発 電 を
行 う 。 す な わ ち 、 使 用 さ れ る 燃 料 は 、 脱 臭 目 的 だ け で な く 、 発 電 に も 利 用 さ れ る 。 こ の 発
電 に よ り 、 脱 臭 装 置 １ ２ で は 、 得 ら れ た 電 力 の 分 、 経 済 コ ス ト が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 こ の よ う に 、 本 例 の 畜 糞 処 理 シ ス テ ム １ ０ で は 、 脱 臭 装 置 １ ２ に か か る 経 済 コ ス ト が 軽
減 さ れ る 。 そ の た め 、 低 コ ス ト で 畜 糞 を 処 理 す る こ と が で き る 。 ま た 、 臭 気 ガ ス の 脱 臭 処
理 に 際 し て 、 水 （ 薬 液 ） 処 理 や 、 広 い 敷 地 面 積 を 必 要 と し な い た め 、 一 般 農 家 に も 容 易 に
実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 上 記 畜 糞 処 理 シ ス テ ム を 鶏 糞 の 処 理 に 適 用 し た 場 合 の 経 済 コ ス ト を 試 算 し た 例 に
つ い て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 鶏 １ 万 羽 程 度 を 保 有 す る 畜 産 農 家 を 対 象 と し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 鶏 １ 万 羽 程 度 の 場 合 、 １ 日 で 約 １ ト ン の 鶏 糞 が 発 生 す る 。 １ ト ン の 鶏 糞 を 発 酵 処 理 し た
場 合 、 約 ９ ８ ． ９ Ｎ ｍ 3 ／ ｈ の 臭 気 ガ ス が 発 生 す る （ ｈ は 時 間 ） 。 な お 、 こ の 場 合 、 臭 気
ガ ス に は 、 約 ２ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の ア ン モ ニ ア 、 数 ｐ ｐ ｍ の メ チ ル カ ル カ プ タ ン 、 硫 化 水 素 、
二 硫 化 水 素 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 来 か ら 行 わ れ て い る よ う に 、 上 記 臭 気 ガ ス を 炉 （ 脱 臭 炉 ） 内 で 燃 焼 さ せ て 臭 気 成 分 を
高 温 で 熱 分 解 す る 場 合 、 灯 油 ４ ～ ６ リ ッ ト ル ／ ｈ を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 上 記 臭 気 ガ ス を 空 気 源 と し て デ ィ ー ゼ ル 機 関 に 導 入 し 、 燃 焼 さ せ る 場 合
、 燃 料 と し て 灯 油 ５ ． ５ ７ リ ッ ト ル ／ ｈ を 必 要 と す る 。 ま た 、 デ ィ ー ゼ ル 機 関 を 駆 動 源 と
す る 発 電 に よ り 、 １ ８ ． ８ ｋ Ｗ の 電 力 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 上 記 臭 気 ガ ス を 空 気 源 と し て ガ ス タ ー ビ ン に 導 入 し 、 燃 焼 さ せ る 場 合 、 燃 料 と し
て 灯 油 ４ ． ５ リ ッ ト ル ／ ｈ を 必 要 と す る 。 ま た 、 ガ ス タ ー ビ ン を 駆 動 源 と す る 発 電 に よ り
、 ２ ． ６ ｋ Ｗ の 電 力 を 得 る こ と が で き る 。 な お 、 ガ ス タ ー ビ ン の 場 合 、 必 要 と さ れ る 空 気
源 の 量 が 多 量 で あ る た め 、 臭 気 ガ ス に 加 え て 空 気 ７ ５ ． ３ Ｎ ｍ 3 ／ ｈ を ガ ス タ ー ビ ン に 導
入 す る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ に 、 炉 （ 脱 臭 炉 ） を 用 い た 従 来 例 、 デ ィ ー ゼ ル 機 関 を 用 い た 例 、 及 び ガ ス タ ー ビ ン
を 用 い た 例 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 上 記 試 算 結 果 と し て 、 燃 料 コ ス ト 、 及 び 発 電 に よ り 軽 減
さ れ る コ ス ト を 示 す 。 上 記 試 算 に よ り 、 従 来 の 炉 内 で 燃 焼 さ せ る だ け の 場 合 に 比 べ て 、 臭
気 ガ ス を 燃 焼 機 関 に 導 入 し て 発 電 を 行 う こ と に よ り 、 脱 臭 装 置 に か か る 経 済 コ ス ト を 軽 減
で き る こ と が 分 か っ た 。 ま た 、 本 試 算 例 の 場 合 、 ガ ス タ ー ビ ン よ り も デ ィ ー ゼ ル 機 関 を 用
い た ほ う が よ り 効 率 的 に 発 電 を 行 う こ と が で き 、 経 済 コ ス ト を 軽 減 で き る こ と が 分 か っ た
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 に 係 る 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発
明 は 係 る 例 に 限 定 さ れ な い こ と は 言 う ま で も な い 。 上 述 し た 例 に お い て 示 し た 各 構 成 部 材
の 諸 形 状 や 組 み 合 わ せ 等 は 一 例 で あ っ て 、 本 発 明 の 主 旨 か ら 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 設 計
要 求 等 に 基 づ き 種 々 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 例 え ば 、 脱 臭 装 置 に お い て 、 脱 臭 成 分 の う ち の い ず れ か の 成 分 が 燃 焼 機 関 内 で 充 分 に 熱
分 解 さ れ な い 場 合 等 、 燃 焼 機 関 か ら 排 出 さ れ る 排 出 ガ ス に 対 し て 脱 臭 処 理 を さ ら に 施 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 畜 糞 と し て 、 鶏 糞 に 限 ら ず 、 他 の 動 物 の 畜 糞 の 処 理 に も 適 用 で き る 。
さ ら に 、 本 発 明 は 、 畜 糞 か ら の 臭 気 ガ ス に 限 ら ず 、 他 の 臭 気 ガ ス に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 畜 糞 処 理 シ ス テ ム の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 燃 焼 機 関 に デ ィ ー ゼ ル 機 関 を 適 用 し た 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 燃 焼 機 関 に ガ ス タ ー ビ ン を 適 用 し た 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-192541 A 2007.8.2



【 図 ４ 】 燃 料 コ ス ト 、 及 び 発 電 に よ り 軽 減 さ れ る コ ス ト を 試 算 し た 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ ０ … 畜 糞 処 理 シ ス テ ム 、 １ １ … 発 酵 装 置 、 １ ２ … 脱 臭 装 置 、 ２ ０ … 燃 焼 機 関 、 ２ １ …
発 電 機

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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